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　皆様今晩は、秋もすでに深く、冷気を感ずるこ
の季節でございます。
本日はガバナー公式訪問日です。国際ロータリー
第 2660 地区ガバナー松本進也様、本日はお忙し
い中ようこそお越し頂きました。後ほど卓話よろ
しくお願い申し上げます。
　また、地区幹事の井上寛基さんがお越しになっ
ています。最後までよろしくお願い致します。
10 月の第１例会では水島ガバナー補佐をお迎えし
てのクラブ協議会でした。クラブ奉仕・職業奉仕・
青少年奉仕からのご質問に丁寧なご回答を頂きま
した。
　本日は 4 時 50 分からメイプルルームに於いて、
松本ガバナーを迎えての懇談会が行われました。
様々なご指導ありがとうございました。ご指導を
集約させていただき、これからの吹田西ロータリー

今週の歌
」でいなつ手に手「           クラブの活動に反映させて頂きます。

　本日は 2016 ～ 2017 年度第 2660 地区の具体
的目標のひとつであるポリオ撲滅について少しお
話します。ロータリーは 1979 年にフィリピンの
子供たちにポリオ予防接種をはじめて以来、パー
トナー団体と共に懸命に活動を続け全世界でポリ
オ発症数を 99.9 パーセント減らすことに成功しま
した。今、あと少しでポリオを撲滅できるところ
まできています。
　しかし撲滅を完全に成し遂げるには、皆さまか
らの支援が欠かせないと報告されています。わず
かな時間でも長時間を費やしての支援でも世界で
ポリオを撲滅して、子供たちを一生ポリオから守
るために、一人、ひとりにできることを実行する
ことが大切です。
　ロータリアンはこれまで 122 か国、20 億人以
上の子供たちへのポリオ予防接種を支援してきま
した。わずか 60 円ほどのワクチンで一人の子供
を生涯、ポリオから守ることができます。
ポリオプラス基金へのご寄付はポール・ハリス・
ソサエティの認証対象となります。
我々のクラブで予算案の中で支援を行っています。
本年度の松本進也ガバナーの 2016 年～ 2017 年
度の寄付等の年間目標は1名あたり60ドルとなっ
ています。
　この数年はポリオ撲滅に 50 ドルの流れでした
がロータリー財団 100 周年の記念すべき年に当た
り RI 会長の通達に「過去最高額の寄付の奨励」が
あり、また、国際協議会講演でもポリオ撲滅の実
現を強調されたからです。
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幹事報告 長屋幹事

ゲスト紹介 親睦活動委員　　近藤会員

1. 次週例会 10月 31日 ( 月 ) は 10 月 29 日 ( 土 )
吹田サッカースタジアムでの例会となります。
31日 ( 月 ) の例会はございませんので、お間違い
の無いようにお願い致します。
2. 前年度ガバナー月信、最終版が届きましたので、
お配りします。新井ガバナー補佐のご挨拶もあり
ます。
また前年度も吹田西の例会出席率は 100％でした。
3. 本日は例会終了後理事会が開催されます。理事
の方はご出席ください。

ガバナー公式訪問として
第 2660 地区　ガバナー　　松本　進也　様
第 2660 地区　地区幹事　　井上　寛基　様

出席報告
●会　員　数 49名 ●来　　　客 2名
●出席会員数 43名 ●本日の出席率 95.56％
●9月26日の出席率（メーキャップを含む） 100％ 

出席委員会　中堀出席副委員長

先日 19日　吹田５クラブ親睦交流ゴルフコンペ
を開催。
場所は有馬カンツリー倶楽部　主幹は千里 RCです。
優勝はOUT37　IN40　GR77　HC 7.2　NET69.8
吹田江坂 RC　堀田会員
二位はOUT43　IN43　GR86　HC15.6　NET70.4
千里メイプル RC　水本会員
三位はOUT47　IN46　GR93　HC21.6　NET71.4
吹田西 RC　清水大吾会員
次年度主幹は千里メイプル RCです

社会奉仕委員会

ゴルフ同好会

清水理事

橋本芳信会員

社会奉仕事業のご案内
今年度の地区補助金を活用した社会奉仕事業であ
ります、社会福祉法人大阪西本願寺常照園児童養
護施設への自転車寄贈式及び自転車の取扱い指導
講習会を下記日程にて開催致します。
式典後の講習会では「 くわはら自転車店 」の桑原 
徹行さんにお越し頂き、実演指導で自転車のメン
テナンス・修理等の指導講習会を開催致します。
会員の皆様にもお手伝い頂き、児童との交流を図っ
ていただきたいと思います。
回覧をまわしますので、皆様奮ってご参加下さい
ますようお願い致します。

米山記念奨学会委員会 西村委員長
　本日、梶山会員、澤井会員より特別寄付を頂き
ました。ご協力ありがとうございました。

ロータリー財団委員会 堀委員長
　本日、梶山会員、澤井会員より特別寄付を頂き
ました。ご協力ありがとうございました。
　来月 11 月はロータリー財団月間となります。
宜しくご協力の程お願いいたします。

第28回 2016～ 2017年度 第 2660地区ガバナー
杯争奪軟式野球大会　結果報告

初回 1点を先制されるもその裏直ぐに逆転！その
後も追加点を奪い5回には猛打爆発で7点を奪い、
なお攻撃中でしたがタイムアップで終了、13対 4
で快勝致しました！

ダブルヘッダー第 3戦　10月 24日（日）　
箕面市サントリー球場　対大阪帝塚山 RC戦

瀬川会員が入部後初先発した試合、初回を無難に
0点に抑えたその裏幸先よく 4点を先制！その後
も 2点を追加し、反撃も 3点に抑えタイムアップ、
6対 3で勝利しました！

この結果 2勝 2敗　勝ち点４　得失点差 +2でブ
ロック 3位という結果で今年度ガバナー杯を終了
致しました。河邊パスト会長には差し入れを頂戴
しありがとうございました。
次年度こそは優勝できるよう精進してまいりたい
と思います。皆様多数のご支援ご声援ご協力あり
がとうございました。

ダブルヘッダー第 4戦　10月 24日（日）　
箕面市サントリー球場　対大阪御堂筋本町 RC戦

野球同好会 清水大吾会員

日時：１１月１９日（土）
１０：３０～贈呈式
１０：５０～１２：００頃　　自転車取扱い指導
講習会
会場：吹田市江坂町３－４０－２４　社会福祉法
人大阪西本願寺常照園

チーム名 一 二 三 四 五  計 
大阪帝塚山 １ 0 2 1 0  4 
吹田西 3 0 0 3 7  13 

 

チーム名 一 二 三 四 五  計 
大阪御堂筋 
本町 0 0 3 0 0  3 

吹田西 4 2 0 0 ×  6 
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本日のニコニコ箱　　　 　 39,000 円
累計のニコニコ箱　　　　366,000 円

ニコニコ箱 辻SAA
●井伊会員：松本進也ガバナー訪問よろしくお
願い致します。 
●鈴木会員：松本ガバナーをお迎えして。
●青木会員：松本ガバナーをお迎えして。
●尾家会員：松本ガバナーをお迎えして。
●宮川会員：ガバナー松本様　ご苦労様です。
ご指導をよろしくお願いします。 
●新井会員：ガバナーをお迎えして。
●河邊会員：松本ガバナー、吹田西ロータリー
クラブへのご訪問歓迎いたします。
●榎原会員：松本ガバナーをお迎えして。本日
はよろしくお願い致します。
●木田会員：松本ガバナーをお迎えして。
●瀧川会員：松本ガバナーを歓迎して。
●坂口会員：ガバナーをお迎えして。
●西村会員：松本ガバナーをお迎えして。
●瀬川会員：松本ガバナーをお迎えして。連続
欠席のお詫び

【2016-17 年度 RI 会長方針】

　それでは、国際協議会でＲＩ会長による RI 会長
テーマの説明の 4分程度の講演映像がありますの
で、ご覧ください。（RI 会長講演映像「アインシュ
タイン」　4分間）

　改めまして、2016-17 年度 RI 会長テーマは、
“Rotary Serving Humanity” - 人類に奉仕するロー
タリー－　であります。 

　これは、「『人類への奉仕』という大きな目標に
向け、リーダーシップを持ちうる会員を増やし、
ポリオ撲滅をはじめ『世界でよいことをする』た
め伝統を継承しよう。」という意味であります。
　また、国際協議会で強調されたことが 3点ありす。
第一に、2016-17 年度はロータリー財団 100 周年
の記念すべき年にあたることでした。
第二に、2018 年のポリオ撲滅目標年を控え、ポ
リオ撲滅についても強い言及がありました。
最後に、会員増強であります。ロータリー精神を
有し、リーダーシップを兼ね備えた人材を必要と
する。とのことでありました。当方も全てを具体
的目標に組み入れ、運営の要として参ります。

【本会議場看板】
この国際協議会の本会議場であるメインホールに
掲げられた看板は従来 “ Enter to learn, Go forth to 
serve”「入りて学び、出でて奉仕せよ」でありま
したが、3年前より　“JOIN LEADERS,EXCHANGE 
IDEAS，TAKE ACTION” となっておりました。
より自発的そして、活発なロータリー活動が求め

2016-17 年度 RI 会長テーマ及び
第 2660 地区ガバナー方針
               2016-17 年度 ガバナー　 松 本  進 也　様

卓話　
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られていると感じた次第であります。

【記憶により残る方法】
2008 年の会長エレクトセミナー時に戸田パスト
ガバナーから「記憶に留めるより良い方法」とし
て「聞いただけでは 20％、見ただけでは 30%の
理解が、見て聞いた結果は 50%になる」と講義を
受けました。
ご講義の中で「知識や概念を出来るだけ多く記憶
に留まるよう助長するために、情報の提供方法を
考慮しなければならない」という教えが大変印象
的でありましたので、当方も今後、補助手段とし
て紙媒体を使用いたします。
本日の内容は、貴クラブの活動計画書や週報にて
ご覧頂きますようお願いいたします。

【2016-17 年度 第 2660 地区ガバナー方針】
さて、先程申しました RI 会長テーマを受け、
第 2660 地区 2016-17 年度ガバナー方針を
“The Ideal of service”－ロータリーの根幹精神－と
定めました。
当該方針はロータリーの目的 ( 以前は綱領と呼称 )
の第三項にも記載されています。
　1920 年、東京に我が国最初のロータリークラ
ブを設立した米山梅吉氏は、‘The Ideal of service”
の日本語訳の際、「奉仕の理念」ではなく、敢えて
「サービスの理念」とされました。
日本語の「奉仕」は自己犠牲の意味合いがあまり
にも強く、” service “の本来の意味と合致しないか
らです。日本のロータリークラブの祖である米山

した次第です。
この「奉仕」と” service” の違いにつきまして、
図にてご説明いたします。
＊奉仕 ＝　一方的行為
矢印は個人から社会への一方向のみで、日本語で
は自己犠牲の意味合いが大きいです。
*service＝　相互的行為
矢印は個人と社会を循環しています。
個人から社会へは「自己の成果を提供・還元」し、
結果、社会から個人へ「恩恵」が供給されます。

【2016-17 年度 第 2660 地区具体的目標】
　
2016-17 年度の第 2660 地区における具体的目標
を次の 5項目と定めました。

１．“The Ideal of service” の基本理念の周知と実践
　この基本理念を第 2660 地区会員全員に周知し、
その精神に基づいた地区活動・クラブ活動を推奨
いたします。この実践的意味はロータリアンの活
動が真に社会に役立つものであり、活動及び成果
が継続性を有し、相互的に享受し合えるものであ
る。ということであります。

２．ガバナー月信のペーパーレス化によるＩＴの促進
　当方年度より、紙媒体によるガバナー月信を停
止し、第 2660 地区のホームページに掲載し、また、
メール配信といたしました。
この移行には三つの利点があります。第一に IT 化
の促進、第二に地区活動費の充実です。
第三に最大の特色として、今まではクラブ毎に一
定数購入し、閲覧や配布をしておりましたが、本
年度からはネット環境がある全ての皆様がご都合
の良い時に随時ご覧頂けるということが挙げられ
ます。

社会                  社会 

自己犠牲              恩恵            自己の言動の成果を 

 提供・還元 

個人                  個人                    
 

 奉仕 ＝ 一方的行為        service = 相互的行為  

この図式をロータリー活動の際、常に当てはめて考えて頂きます様、
周知をお願い申し上げます。

１． “ The Ideal of service”の基本理念の周知と実践 
２． ガバナー月信のペーパーレス化によるIT の促進 
３． ロータリー財団 100周年、ポリオ撲滅 
４． 戦略計画の推進  
５． IM再編成 
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　 次に、高島ＰＧはロータリーコーディネーター
補佐として、「クラブの活性化とサポート」を、溝
畑学友委員長はロータリー財団地域コーディネー
ター補佐として、第 2項目の「人道的奉仕の重点
化と増加」につき、活動頂きます。RI は戦略計画
の推進を奨励事項としております。当地区も更な
る推進を目指します。
５．IM再編成
　昨年 12月 5日の地区大会決議第 8号にて「IM
の在り方を決議する件」が採決され、2018-19 年
度の山本Ｇ年度を目処に、時代にあった I M再編
成やガバナー補佐の選出方法を実行することとな
りました。
　当方年度は準備年度としての役割を果たし、片
山Ｇ年度に継承できるように尽力いたします。両
案は 9月 24日の地区決議会にて賛成多数により承
認されました。

【2016-17 年度の年次寄付等年間目標】
　当方年度の年次寄付等、年間目標を次のように
定めました。

　まず、年次寄付を 1名あたり $160、 ポリオ撲滅
に 1 名あたり　$60 の 計 $220 とさせて頂きます。
これは、ロータリー財団 100 周年の記念すべき年
にあたり、RI 会長の通達に「過去最高額の寄付の
奨励」があり、また、国際協議会講演でもポリオ
撲滅の実現を強調されたからです。
そして、ベネファクターを各クラブ 1名　といた
しました。
     

 
1.  年次寄付     1名あたり $160 
2.  ポリオ撲滅     1名あたり $60       計$220 
3.  ベネファクター  各クラブ1名 
4.  米山奨学金    1名あたり 30,000円 
5.  会員増強     1クラブ純増2名 

３． ロータリー財団 100 周年のお祝い、ポリオ撲
滅
　今年度はロータリー財団創立 100 周年の記念
すべき年であり、RI は我々へ「100 周年のお祝い」
を呼び掛けています。お祝いとは所謂お祭りでは
なく、財団が過去、RI と共に世界で成し遂げた功
績を改めて振り返り、財団についての理解・参加・
寄付を推進すること。とのことです。よって、補
助金を使った事業の立案や例会で財団関係の卓話
をして頂くなど、ご検討頂きたく思います。
　また、RI 会長は様々な奉仕活動の中で、特に重
要であるのがポリオ撲滅であると評されていま
す。国際協議会で RI 会長によるポリオについて
の 5分程度の講演映像がありますので、ご覧くだ
さい。（RI 会長講演映像「ポリオ」5分間）
　人類の悲願であるポリオ撲滅が達成されれば、
人類史上撲滅された病としては天然痘に続き、2
番目となります。今、善いことをすれば、後世に
より良い世界を遺すことができます。皆様のご理
解をお願いします。

４．ロータリー戦略計画の推進　
　今年度も引続き、戦略計画を強く推し進めます。
戦略計画の三本柱は

１) クラブの活性化とサポート
２) 人道的奉仕の重点化と増加
３) 公共イメージと認知度の向上　　であります。
　戦略計画は「親睦」、「高潔性」、「多様性」、「奉
仕」、「リーダーシップ」の５つの観点を軸として
います。先程の 3本柱にはそれぞれゾーンごとに
担当制であり、本年度、当地区からは 3人の方が
選抜されました。
　まず、横山ＰＧはロータリー公共イメージコー
ディネーターとして公共イメージと認知度の向上
を地区、クラブに浸透する役割を担われます。
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人類に奉仕するロータリー

米山奨学委員会では、本年度より「複数世話クラ
ブ制度」を全国に先駆けて実施します。
この画期的な制度の推進の原動力となるべく、米
山奨学生の寄付目標を直近 3年間同様、一人当た
り 30,000 円といたしました。
　　　　
最後に会員増強を 1クラブ、純増 2名といたし
ました。
　第 2660 地区でも会員数の減少が危惧されてお
ります。本年度の会員増強は RI が求めている数
値は地区全体で 3%増であります。よって、本年
度第 2660 地区目標は各クラブ純増 2名といたし
ました。
増強方法の選択肢として、若年層でより経済的負
担の掛からない衛星クラブの設立や女性会員の加
入があります。
通常の増強に、このような視点を変えた増強方法
も候補に入れて、目標純増 2名を達成して頂きた
く存じます。

【2016 年規定審議会】　
2016 年 4月 10日 -15 日　シカゴにて、2016
年規定審議会が開催されました。
当地区からは横山守雄規定審議会代表議員がご出
席され、5月 21日の規定審議会報告会にてご報
告賜りました。今回の決定事項は入会金や例会頻
度等、各クラブへより多くの裁量権と自治権を与
えるドラスティックな内容でした。
しかし、ロータリーの目的の第 3項であり、当方
のガバナー方針でもある “The Ideal of service”、
このロータリーの本質は変わっていないことをご
承知おき頂きたく存じます。
また、斉藤 RI 理事より、本年の 11月 30日から
のロータリー研究会にて本件につき、統一見解を
出すと承りましたので、ロータリー研究会後、皆
様にもご報告いたします。

【我々の最終到達点】
また、RI 会長はご講演の中で、我々ロータリアン
を「ロータリーチーム」と呼びました。
そこで当方は我々を「チーム 2660」と呼ぶこと
といたしました。
先人が築き上げられたこの伝統ある第 2660 地区
を更に飛翔させるのは皆様の力の結集でありま
す。
クラブと地区、学友会との交流による「相互的行
為」を皆様自身も常に念頭におかれて、第 2660
地区 3650 人が「チーム 2660」として一丸となり、

日本 34地区を牽引する地区となることを願いま
す。

】像映RP会大区地【  
それでは最後に１２／９－１０に行われます、地
区大会の PR映像をご覧いただきますが、この PR
映像に、当方から一言付け加えさせて頂きます。
地区大会で祝能を披露頂く、能楽師である当クラ
ブの大槻文藏会員が 7/15、人間国宝に認定され
ました。この PR映像作成後に認定の一報が入り
ましたので、僭越ながら申し添えさせて頂きまし
た。それでは 5分程度となりますので、ご覧くだ
さい。

以上を持ちまして、公式訪問の卓話とさせて頂き
ます。
最後になりましたが、貴クラブの更なるご発展と
会員の皆様のご健康とご多幸を祈念申し上げま
す。ご清聴ありがとうございました。

６


